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「説教で満たされない……」と悩む信徒たちへ
「説教が伝わらない……」と悩む牧師たちへ

説教の語り手と聴き手のあいだに、なぜ「ズレ」や「すれ違い」が生まれるのでしょうか？
どうすれば、お互いの信頼関係を取り戻すことができるのでしょうか？
牧師と信徒が「説教」をめぐって対話をするための心得を磨く11章。
「私の願いは、このような幸いな説教聴聞の経験を一人でも多くの方々が経験してくださることです。そのために、この拙い本が何かのきっかけ
となって、教会でみことばの語り手と聴き手がともに学び合うような機会が増えること、そしてみことばの語り手である説教者がますます確信を
もって神のみことばを生き生きと語るようになり、みことばの聴き手たちがますますみことばのいのちに養われ、力を得て新しい日々に遣わされ
ていき、そのようにして語られたみことばが、聴かれ、生きられるみことばとして力を発揮することが起これば幸いです。」（「あとがき」より）
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